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小高区市民意向調査　南相馬市への帰還

　事
業
を
再
開
し
た
方
々
に
お
話

を
伺
う
と
、
様
々
な
理
由
、
再
開

の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。　鹿

島
区
の
仮
設
店
舗
で
再
開
さ

れ
た
魚
屋
さ
ん
は
、
再
開
し
た
理

由
を
「
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
か

ら
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
し

た
。　駅

前
通
り
の
釣
具
屋
さ
ん
は
人

が
立
ち
寄
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
再
開
し
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
言
い
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
半

分
だ
け
開
け
て
い
ま
す
。

　原
町
で
再
開
さ
れ
た
洋
菓
子
店

さ
ん
は
い
つ
か
小
高
で
再
開
す
る

こ
と
を
念
頭
に
、
原
町
で
も
素
敵

な
店
を
作
ら
れ
ま
し
た
。

　震
災
後
、
新
た
に
始
ま
っ
た
活

動
の
一
つ
は
ふ
れ
あ
い
広
場
で
の

「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」
で
す
。
休
日

の
昼
間
に
訪
れ
る
と
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。

　小
高
で
働
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

作
業
員
の
方
に
「
温
か
い
ご
は
ん

を
出
し
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら

始
ま
っ
た
定
食
屋
さ
ん
、
小
高
で

作
ら
れ
た
雑
貨
や
野
菜
を
置
い
て

い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
震
災
後
に
生

ま
れ
た
活
動
で
す
。

　

被災後の活動の
芽生えと再開を支える
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その場で再開済み

再開予定の情報あり

仮設店舗等で再開済み

新規開設・開店済み

他の場所で再開済み

他のまちで再開済み
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震災と原発事故により、事業所の多くが一度は事業を停
止しました。様々な困難がある中で、事業を再開してい
る事業所、新たに開業した事業所があります。これらの
事業、活動の存在を位置づけ支えていくことが、これか
らのまちなかの原動力を生むのではないでしょうか。

被災後

自宅居住 34,888

市内の知人宅や借上げ住宅等 3,714

市内の仮設住宅 4,223

市内転居 4,509

県内かつ市外の知人宅や借上げ住宅等 4,564

福島県外避難者 6,579

死亡（震災以外の死亡含む） 4,101

転出 8,954

所在不明 29

（参考）平成23年3月11日現在の人口 71,561

その他

市内居住者

市外避難者

南相馬市避難の状況（平成27年8月13日現在）

　事
業
の
再
開
、
新
し
い
活
動
の

芽
生
え
の
例
が
あ
る
一
方
、
被
災

に
よ
る
厳
し
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
、
小
高
区
民
に
対
し
て

市
の
行
っ
た
調
査
で
は
、
市
へ
の

帰
還
意
向
を
問
う
質
問
に
、

20.2%

の
住
民
が
「
戻
る
」、

26.4%

が「
条
件
が
整
え
ば
戻
る
」、

28.8%

が
「
戻
ら
な
い
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

　西
部
地
区
で
は
「
戻
る
」
と
答

え
た
人
が
比
較
的
少
な
い
一
方
、

「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
他

の
地
区
に
比
べ
最
も
多
い
と
い
う

状
況
も
あ
り
ま
す
。
比
較
的
放
射

線
量
が
高
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　戻
る
条
件
に
は
、
日
常
生
活
に

必
要
な
環
境
の
整
備
、
自
宅
の
修

復
・
清
掃
の
完
了
、
線
量
の
低
下
、

原
発
の
安
全
確
保
、
知
人
の
帰
還

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
戻
ら
な
い
理
由
に
は
、

放
射
能
汚
染
へ
の
不
安
、
商
業
施

設
の
不
十
分
さ
、
廃
炉
の
見
通
し

不
透
明
さ
、
避
難
先
で
の
生
活
の

安
定
、
知
人
が
帰
還
し
な
い
こ
と

等
が
あ
り
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
戻
る
条
件
、

戻
ら
な
い
理
由
が
違
う
の
で
、
丁

寧
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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小高区市民意向調査　地元行政区への帰還

戻らない、
無回答等

条件が整えば
戻る世帯

地元行政区へ
戻る世帯小

高
区
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
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小高区市民意向調査　「小高区へ戻る」と答えた方の特徴

個々人、それぞれの地区で戻る条件、戻らない理由が違
うので、丁寧に対応する必要があります。また、戻るか
戻らないかと決断を迫られることは大変な苦痛です。暮
らす場所を時期や状況に合わせて柔軟に選択できること
は大切なことです。
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